
学習院大学経済学部・米山教授の講演 －５月度ＡＴＩＳ例会（その２）－

５月度の例会で、米山教授に講演していただきました。演題は「知 財と事業競争力」、副題として

「知財戦略と事業戦略の連動性」が付け加えられました。経営学の立場から知的財産部門を研究し

てこられた内容です。

「知識・情報の創造」「研究・開発への知財部門の関与」「戦略的な知財部門：期待と現実」などに

ついて分かりやすい説明をいただきました。

そして「３つの問題点」を指摘。事業部門、研究開発部門、知財部門の「目的変数」が違うこと、

知財部門の情報獲得の難しさ、知財部門の貢献の「見える化」が困難を挙げ、それらを克服する必

要があることを解説していただきました。

最後に、知財部門に求められる人材とスキルについて話され、知財部門長に求められる経験・能力、

情報発信力について「あるべき姿」を示していただきました。

学問から見た知財、すこし上位概念からの知財の俯瞰。日ごろの活動からちょっと離れて、自分を

振り返ってみるのによい機会でした。

学習院大学・米山教授の講演風景


